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羅臼町における地域創生としての ESD の視点 
 
北海道羅臼町教育委員会 自然環境教育主幹 金澤 裕司 
 
1. はじめに  
  11 月 25 日、立教大学において第 2 回全国 ESD・SDGs 自治体会議が開催された。羅臼
町からは湊屋稔町長、和田宏一教育長以下 4 名が出席した。（和田教育長は 26 日のフォー
ラムのみに出席） 
 本自治体会議には対馬市、大牟田市、飯田市、勝山市、西伊豆町など 12 の自治体からの
出席者があり、それぞれの事例報告と活発な討論が行われた。 
 羅臼町が ESD に取り組み始めたのは 2012 年頃からであり、比較的早い段階で立教大学
ESD 研究所長である阿部治先生のお誘いを受けて ESD による地域創生に取り組み始めた。 























（小学校学習指導要領第 5 章第 1） 
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 さらに「第 3 指導計画の作成と取り扱い」には、 
















3. 課題 氾濫する課題と方策 




































れる。羅臼町における今後の方向性は、これまでの ESD の進め方を吟味し、ESD の裾野を
拡げるための努力をより強めていかなければならない。 
 ただ、最後に確信をもって言えることが 1 つある。それは、ESD 自治体会議での自治体
間の交流があったからこそ以上のような振り返りが可能だったということである。さらに、
今後の進むべき方向を見出すために多くの示唆を受けられることが期待できるのがこの自
治体会議だという点である。 
 これまで自治体会議で出会った全ての自治体関係者、研究者、実践者の皆様にあらためて
感謝するとともに、今後のご指導の継続をお願いしたい。 
